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Ceftizoxime(FK749)の 臨 床的検 討

滝 下 佳 寛 ・後 東 俊 博 ・螺 良 英 郎

徳島大学医学部第三内科

新しいセファロスポ リン系抗生物質Ceftizoximeを 種々の基礎疾患 を有する感染症9例 に使用し

た。その結果,呼 吸器感染症4例 中3例,尿 路感染症4例 中2例 に効果が認められた。急性骨髄性 白

血病に肝膿瘍を合併した1例 は無効であ った。 自覚的副作用はみ られなか った。1例 でGOT,GPT

の軽度上昇がみられたが,投 与終 了後正常化 した。

Ceftizoximeは 各種感染症に対 し有用な抗生物質であると思われる。

新しく開発 され た セファロス ポリン 系抗生物質sodiurn(6

R, 7R)-7-〔(Z)-2-(2-imino-4-thiazolin-4-yl)-2-methoxy-

iminoacetamido〕-8-oxo-5-thia-l-azabicyclo〔4.2.0〕oet-2-

ene-2-carbexylate,す なわちCeftizexime(FK749)は グラ

ム陰性桿菌等による感染症に対 して有効 なことが報告 されてい

る1)。今回われわれも本薬剤を使用する機会 を得,各 種感染症

に用いてその臨床効果を検討 したのでその成績 を報告す る。

対 象およ び投与 方 法

対象はいずれ も昭和54年2月 か ら5月 までの 当科 ない

しは当科関連病院 での入院患 者で あ り,合 計9名 に用 い

た。内訳は呼吸器感染症4例,尿 路感 染 症4例,肝 膿 瘍

1例 であ り,1例 を除 き肺癌,気 管支 喘 息 ,白 血病 あ るい

はその他何らかの基礎疾 患を有 す る症 例 であ る(Table

1)。

投与は1日2～6gを 静注(生 理 食塩 水 また は20%プ

ドク糖溶液20mlに 溶 解)な い しは 点滴 静 注法(ブ ドウ

糖または 生理食 塩水100mlに 溶 解,60～90分 間 で 注

入)に よった。症例1以 外 は他 の抗 菌製 剤 の併 用 は行 な

っていない。

臨床効果の判定は 自覚症状 お よび細 菌 学 的検 査所 見 等

より総合判断 し,著 効(excellent) ,有 効(good),無

効(poor)の3段 階に 分類 した。

成 績

臨床成績はTable1に 示す とお り,9例 の うち著 効

2例,有 効3例,無 効4例 であ った
。 疾 患別 で は呼 吸 器

感染症4例 中著効1 ,有 効2,無 効1,尿 路感染症 では

4例中著効1 ,有 効1,無 効2で あ り,肝 膿瘍の1例 で

は無効であった。

起炎菌 と考えられる ものは多 くが グラム陰性桿菌であ

ったが,起 炎菌 と臨床効果の間で明らかな関連は見出し

得なか った。

症例1は 急性骨髄性白血病で,同 疾患に対する化学療

法の後,末 梢白血球数の減少お よび発熱が続 き諸種の抗

生剤にて も効果 なく,腹 部CTに て肝膿瘍が見出 された

ので ドレナージと共に本剤 を使用,さ らに本剤使用の14

日目か ら4日 間Gentamicinも 併用したが 無効で あ っ

た。本症では重篤な基礎疾患に よる影響が大きい と考え

る。

症例4お よび5は いずれ も尿路感染症で,本 剤の使用

によ り起炎菌は消失 したが,そ れぞれ別の菌 に菌交代を

きたしたので無効 とした。

副作用は症例5に て 本剤の 使用に より軽度のGOT

(32→52U)お よびGPT(41→58U)の 上昇 をきた した

が,本 剤の使用中止によ りGOTは23日 後に36Uに,

またGPTは36日 後に17Uに と正常化 した。 その他の

臨床検査値 では 本剤投与に よる 異常 は みられ なかった

(Table2)。

なお前述の症例1に おいて 本剤を1日6gの 投与で開

始 したところ,使 用16日 目頃から本剤の点滴静注に伴い

しびれ感,動 悸,呼 吸困難 をきたす よ うに な ったが,

本例は基礎 に急性骨髄性 白血病を有 してお り重篤な状態

であ ったので,こ れらの症状が本剤に よる副作用か どう

かの判定は困難であ り,む しろ副現象 とで も呼ぶべき状

態 であろ うと考えた。

考 察

今回のわれわれの成績 ではCeftizoxime使 用の9例

中5例 が著効ない しは有効であった。ただ し1例 を除き
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Table 1 Clinical results of
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Table 2 Laboratory findings

B;Before,A;After

何 らかの基礎疾患を有 していた。また無効4例 の うち3

例(症 例1,4,9)で は副腎皮質 ステロイ ド剤の投与

も受けてお り,し たが ってこの ような症例における感染

症ではむ しろ宿主側の要因も問題であろ うと思われる。

起炎菌との関連は症例数の少ないこともあって明らか

に しえなか ったが,有 効例における起炎菌にはE.coli

お よびK.Pneumoniaeが 含まれてお り,や は りグラ

ム陰性桿菌に有効であろ うと思われる。

以上のことからCeftizoximeは 副作用等に注意 して

用いれば,今 後各種感染症に対 し有用な抗生物質である

と思 わ れ る。
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The clinical effects of ceftizoxime (FK749), a new cephalosporin antibiotic, was studied in nine cases. All

of the cases accompanied with various kinds of underlying disease. Clinical efficacy was observed in 3 out 

of 4 cases of respiratory tract infection, and in 2 out of 4 cases of urinary tract infection. However a case 

of liver abscess complicated with acute myelocytic leukemia was failed. GOT and GPT elevated in one case 

of urinary tract Infection with hyperthyroidism, but returned to normal levels after discontinuation of the

drug. 

In a case of liver abscess with severe acute myelocytic leukemia, the patient complained of numbness, 

palpitation and dyspnea during ceftizoxime administration. This may be due to underlying disease itself. 
Ceftizoxime seemed to be a useful antibiotic against various bacterial infections.


